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委
員
　
平
成
26
年
６
月
に
セ
カ
ン

ド
ス
ク
ー
ル
で
集
団
感
染
が
発
生

し
た
が
、
そ
の
後
の
改
善
策
や
対

応
等
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

学
務
保
健
課
長
補
佐
　
27
年
３
月

に
開
催
し
た
宿
泊
体
験
学
習
に
お

け
る
感
染
症
対
応
に
係
る
連
絡
会

で
は
、
保
健
所
や
学
校
医
等
か
ら

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
を
安
全
に
実

施
し
て
い
く
た
め
の
助
言
等
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
教
育

委
員
会
で
は
、
体
験
学
習
で
調
理

し
た
非
加
熱
食
材
等
の
飲
食
を
避

け
る
こ
と
や
指
定
場
所
以
外
で
飲

水
を
し
な
い
よ
う
徹
底
す
る
こ
と
、

牧
場
等
に
お
け
る
動
物
と
の
触
れ

合
い
に
つ
い
て
は
体
験
後
の
手
洗

い
等
の
徹
底
に
よ
り
可
能
と
す
る

こ
と
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

委
員
　
市
史
編
さ
ん
協
議
会
の
開

催
状
況
や
編
さ
ん
に
係
る
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
史
編
さ
ん
担
当
主
幹
　
平
成
26

年
度
に
は
、
学
識
経
験
者
や
市
民

団
体
代
表
、
公
募
市
民
の
計
10
名

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
同
協
議
会
を

４
回
開
催
し
、
市
史
編
さ
ん
方
針

委
員
　
府
中
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
団
体

の
取
組
に
対
し
、
財
政
支
援
を
含

め
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

市
民
活
動
支
援
課
長
　
同
セ
ン
タ

ー
で
は
、
団
体
の
活
動
運
営
が
円

滑
な
も
の
に
な
る
た
め
の
相
談
事

を
策
定
し
た
。

　
同
方
針
で
は
、
市
民
協
働
を
視

野
に
編
さ
ん
を
進
め
る
こ
と
や
市

民
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
の
編
さ
ん
だ
よ
り
等
を
発
行
す

る
こ
と
、
出
版
物
に
つ
い
て
は

入
手
し
や
す
い
価
格
と
す
る
こ
と
、

専
門
部
会
と
職
員
が
協
力
で
き
る

組
織
体
制
と
す
る
こ
と
、
市
制
施

行
70
周
年
に
当
た
る
36
年
度
ま
で

に
全
出
版
物
の
刊
行
を
目
指
す
こ

と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

業
を
行
っ
て
い
る
。

　
最
近
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
の
手
法
を
用
い
た
市
民
活
動

も
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や

相
談
会
を
実
施
す
る
な
ど
団
体
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
市
の
取
組
と
し
て
は
、

市
民
や
市
民
団
体
よ
り
提
案
さ
れ

た
事
業
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
基
幹
的
整
備
に
つ
い
て
、

多
く
の
自
治
体
で
は
竣
工
か
ら
25

年
前
後
で
延
命
化
工
事
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
34
年
か

ら
36
年
頃
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

委
員
　
市
で
は
、

商
店
会
の
１
割
負

担
で
商
店
街
の
街

路
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

す
る
事
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
同
事

業
に
お
け
る
平
成

26
年
度
の
実
績
は
。

　
ま
た
、
安
全
面

や
に
ぎ
わ
い
の
面

か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
し
て
も
ら

い
た
い
が
、
今
後
、
同
事
業
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
考
え
か
。

経
済
観
光
課
長
補
佐
　
26
年
度
に

つ
い
て
は
、
府
中
35
番
街
商
店
会
、

住
吉
銀
座
通
り
商
店
会
、
新
押
立

商
店
会
で
合
計
95
機
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
行
っ
て
い
る
。

経
済
観
光
課
長
　
今
後
に
つ
い
て
、

27
年
度
は
５
商
店
会
、
合
計
２
５

７
機
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
た
街

路
灯
は
、
商
店
街
全
体
の
41
％
に

上
る
こ
と
と
な
る
。

委
員
　
多
摩
川
衛

生
組
合
へ
の
負
担

金
に
つ
い
て
、
決

算
額
の
推
移
を
聞

き
た
い
。

　
ま
た
、
今
後
、

施
設
の
大

規
模
修
繕

な
ど
で
負

担
が
増
加

し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
竣
工
か
ら
16
年

が
経
過
し
た
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
多
摩
川
の
基
幹
的

な
整
備
は
い
つ
ご
ろ
行
わ

れ
る
か
。

ご
み
減
量
推
進
課
長
　
負

担
金
に
つ
い
て
、
平
成
26

年
度
の
決
算
額
は
12
億
７

４
５
１
万
円
で
、
23
年
度

よ
り
８
億
１
８
１
６
万
円

減
少
し
て
い
る
。

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

委
員
　
平
成
26
年
度
は
、
市
制
施
行
60

周
年
の
年
と
し
て
、
大
変
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
記
念
事
業
の
成
果
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

市
長
　
本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
絶
好

の
機
会
と
捉
え
、
喜
び
の
集
い
や
市
民

パ
レ
ー
ド
等
の
事
業
を
企
画
、
実
施
し

て
き
た
。
市
民
、
事
業
者
と
の
協
働
に

よ
り
成
功
を
収
め
た
記
念
事
業
は
、
市

と
市
民
、
市
民
と
市
民
の
つ
な
が
り
を

深
め
、
今
後
の
本
市
の
市
政
運
営
を
進

め
て
い
く
上
で
の
貴
重
な
財
産
と
な
っ

た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
。
今
後
も
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
こ
の
つ
な
が

り
が
幾
重
の
彩
り
と
し
て
輝
く
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

給

付

金

事

業

委
員
　
平
成
26
年
度
に
行
っ
た
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
及
び
臨
時
福
祉

給
付
金
事
業
の
支
給
状
況
は
。

　
ま
た
、
27
年
度
分
の
支
給
に
お
い
て

改
善
し
た
点
が
あ
れ
ば
聞
き
た
い
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
支
給
決
定

の
児
童
数
が
２
万
５
３
４
０
人
で
、
支

給
率
は
98
・
７
％
で
あ
っ
た
。

福
祉
保
健
部
長
　
臨
時
福
祉
給
付
金
に

つ
い
て
は
、
支
給
決
定
者
が
２
万
６
７

４
４
人
で
、
支
給
率
は
72
・
３
％
で
あ	

っ
た
。

　
改
善
点
と
し
て
は
、
新
基
幹
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
支
給
対
象
者
の
絞
り
込
み
を

行
っ
た
ほ
か
、
受
給
者
に
対
し
て
申
請

事
務
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

委
員
　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取

組
に
つ
い
て
は
、府
中
駅
周
辺
施
設
の

最
適
化
を
検
討
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
行

う
と
し
て
い
た
が
、そ
の
ほ
か
の
施
設

に
お
い
て
、モ
デ
ル
事
業
の
結
果
を
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
考
え
か
。

行
政
管
理
部
長
　
モ
デ
ル
事
業
で
は
、

公
民
連
携
に
よ
る
施
設
の
新
た
な
活
用

や
効
率
的
な
施
設
管
理
等
を
目
指
し
た

移
転
、
統
合
な
ど
４
つ
の
最
適
化
に
向

け
た
方
策
を
定
め
て
お
り
、
今
後
、
個

別
の
施
設
で
検
討
を
進
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
施
設
の
機
能
に
着
目
し
た
見
直

し
や
市
民
の
意
見
把
握
の
仕
方
な
ど
に

つ
い
て
、
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
や
経
験

を
生
か
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

委
員
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
建
替
え
計
画
が
進
ん
で
い
る
が
、

施
設
の
老
朽
化
対
策
と
し
て
自
校
調
理

方
式
を
採
用
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
調
理
方
式
で
給
食

の
安
全
性
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
。

教
育
部
長
　
セ
ン
タ
ー
方
式
と
し
た
理

由
に
つ
い
て
、
自
校
方
式
よ
り
も
施
設

整
備
費
や
運
営
費
な
ど
の
面
に
お
い
て

有
利
で
あ
る
ほ
か
、
自
校
方
式
で
は
調

理
室
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
に
相
当
な
時
間

を
要
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

非
汚
染
作
業
区
域
を
明
確
に
区
分
す
る

な
ど
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
る
ほ
か
、

調
理
コ
ー
ス
を
分
け
る
こ
と
で
リ
ス
ク

分
散
に
も
配
慮
す
る
予
定
で
あ
る
。

行

財

政

改

革

委
員
　
市
で
は
、
市
民
団
体
へ
の
補
助

金
を
減
額
す
る
な
ど
、
市
民
に
負
担
を

求
め
る
歳
出
抑
制
を
行
っ
て
き
た
が
、

行
政
と
し
て
自
ら
取
り
組
ん
で
い
る
行

財
政
改
革
の
内
容
を
聞
き
た
い
。

財
政
担
当
参
事
　
行
財
政
改
革
の
取
組

に
は
人
件
費
の
見
直
し
を
盛
り
込
ん
で

お
り
、
職
員
給
与
に
つ
い
て
、
住
居
手

当
の
削
減
や
給
料
体
系
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
超
過
勤
務
の
縮
減

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
員
数
の
適
正
化
に
も
努
め

て
お
り
、
平
成
27
年
４
月
現
在
で
人
口

１
０
０
０
人
当
た
り
の
職
員
数
が
都
内

26
市
に
お
い
て
最
少
と
な
る
な
ど
、
最

少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
組

織
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

商店街街路灯のＬＥＤ化

平成 26 年度の実績は

クリーンセンター多摩川

基幹的整備を行う時期は

市
史
編
さ
ん
協
議
会
の

開

催

状

況

は

府
中
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
セ
ン
タ
ー
の
取
組
は

　▲クリーンセンター多摩川

セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
で
発
生
し
た

集

団

感

染

後

の

改

善

策

は

そ
の他　69億2189万9千円 （7

.7％
）  

 国庫支出金 164億5203万8千円 （1
7.9％

） 

   都支出金   96億4632万7千円 （1
0.5％

）  
 

 地方消費税交付金　 35億4407万9千円（3
.9％
）

  民生費  440億2795万7千円 （
49.2
％）
  

 総
務費   96億4171万1千円 （1

0.8％
）  

 そ
の 他  120億7200万9千円 （13

.1％）
 

歳入
918億514万3千円

 教
育費   91億4226万円　   （1

0.2％
）  

 衛
生費   66億5175万5千円 （7

.4％
）  

 土
木費　 83億　787万8千円 （9

.3％
）  

 公
債費　 48億2194万8千円 （5

.4％
）  

歳出
895億1541万2千円

　市　  税   500億9068万6千円 （
54.6％

） 

平成 26年度一般会計決算款
かん

（科目）別内訳

※各科目の決算額は、千円未満を切り捨てた額です。

平成 26年度各会計別歳入歳出決算の状況

区　分 最終予算額 収入済額 執行率（％） 支出済額 執行率（％）

一 般 会 計 925億  563万4千円 918億  514万3千円 99.2 895億1541万2千円 96.8

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 242億4027万7千円 234億6380万6千円 96.8 234億6043万円  　 96.8

後期高齢者医療 46億1064万7千円 45億5353万1千円 98.8 45億3217万1千円 98.3

介 護 保 険 144億5442万1千円 143億1447万5千円 99.0 139億8901万2千円 96.8

競 走 事 業 1314億5263万8千円 1209億5698万2千円 92.0 1197億5929万7千円 91.1

公 共 用 地 35億3652万8千円  35億4194万7千円 100.2 33億4499万8千円 94.6

下 水 道 事 業 41億9171万7千円  40億  748万9千円 95.6 37億5482万9千円 89.6

火 災 共 済 事 業 933万1千円 330万円  　 35.4 179万6千円 19.3

※各会計の決算額は、千円未満を切り捨てた額です。


